
平
成
十
九
年
十
月
十
八
日
提
出

質

問

第

一

三

三

号

平
成
二
十
年
度
予
算
の
四
十
七
兆
三
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
上
限
目
標
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

提

出

者

滝

実
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平
成
二
十
年
度
予
算
の
四
十
七
兆
三
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
上
限
目
標
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

平
成
二
十
年
度
予
算
の
四
十
七
兆
三
〇
〇
〇
億
円
と
い
う
上
限
目
標
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
平
成
十
九
年
十
月
十
六
日

の
答
弁
書
（
以
下
「
答
弁
書
」
と
い
う
）
に
関
し
て
、
再
び
質
問
す
る
。

一

答
弁
書
に
は
年
金
の
『
平
成
十
六
年
財
政
再
計
算
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
年
度
ま
で
の
経
済
前
提
に
つ
い
て
は
、
「
構

造
改
革
と
経
済
財
政
の
中
期
展
望－

二
〇
〇
三
年
度
改
定
参
考
資
料
」
（
平
成
十
六
年
一
月
十
六
日
経
済
財
政
諮
問
会
議
提

出
）
を
基
に
算
出
し
て
い
る
一
方
、
平
成
二
十
一
年
度
以
降
の
長
期
の
経
済
前
提
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
「
経
済
予
測
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
に
よ
ら
ず
、
過
去
の
実
績
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
長
期
間
に
お
け
る
平
均
的
な
経
済
成
長
の
見
込
み
等
を

推
計
す
る
際
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
る
手
法
を
用
い
て
算
出
し
て
い
る
。
』
と
あ
る
。
平
成
二
十
一
年
ま
で
に
行
う
「
財
政

の
現
況
及
び
見
通
し
」
の
作
成
で
は
、
内
閣
府
が
公
表
し
た
『
日
本
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
』
で
使
わ
れ
た
モ
デ
ル
、
あ
る

い
は
そ
の
改
良
版
が
使
わ
れ
る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。

二

年
金
財
政
に
お
い
て
は
、
人
口
や
経
済
の
長
期
の
す
う
勢
が
ど
の
よ
う
に
な
る
か
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
は
同
意

す
る
が
、
一
〇
〇
年
先
ま
で
考
慮
し
て
現
在
の
年
金
制
度
を
決
め
る
と
い
う
や
り
方
に
は
賛
成
で
き
な
い
。
例
え
ば
一
〇
〇

年
前
に
こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
っ
て
、
資
金
を
積
み
立
て
て
く
れ
て
い
た
ら
、
一
〇
〇
年
前
に
積
み
立
て
た
資
金
が
、
果
た

一



し
て
現
在
役
に
立
つ
の
だ
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
、
役
に
立
た
な
い
。
資
金
を
積
み
立
て
る
よ
り
、
経
済
発
展
に
努
力
し
た
ほ

う
が
、
一
〇
〇
年
先
の
日
本
を
考
え
る
な
ら
余
程
ま
し
だ
。
こ
れ
ま
で
の
一
〇
〇
年
間
に
は
戦
争
が
あ
っ
た
か
ら
事
情
は
違

う
と
の
主
張
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
間
に
は
も
っ
と
大
き
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
と
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
科
学
技
術
の
発
展
、
食
料
や
資
源
の
枯
渇
、
世
界
の
人
口
増
大
、
環
境
破
壊
な
ど
、
激
変
は
目

に
見
え
て
お
り
、
一
〇
〇
年
後
の
日
本
の
経
済
状
態
が
予
測
で
き
る
わ
け
が
無
く
、
今
、
積
み
立
て
た
資
金
が
一
〇
〇
年
後

に
役
立
つ
と
は
と
て
も
思
え
な
い
が
、
一
〇
〇
年
間
の
計
算
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
か
。

三

年
金
財
政
の
み
な
ら
ず
、
財
政
全
般
で
「
黒
字
化
」
が
異
常
に
重
視
さ
れ
、
デ
フ
レ
脱
却
や
成
長
加
速
が
忘
れ
ら
れ
て
い

る
。
例
え
ば
『
日
本
二
十
一
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
』
の
二
六
五
頁
に
は
、
二
〇
〇
五
〜
二
〇
三
〇
年
の
平
均
実
質
成
長
率
が
ア
メ

リ
カ
は
三
％
な
の
に
日
本
は
一
�
五
％
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
こ
の
成
長
率
が
二
十
五
年
続
い
た
ら
、
ア
メ
リ
カ
経
済

は
二
�
一
倍
に
な
る
が
、
日
本
経
済
は
一
�
四
五
倍
に
し
か
な
ら
な
い
。
一
〇
〇
年
続
い
た
ら
ア
メ
リ
カ
十
九
�
二
倍
、
日

本
四
�
四
倍
だ
か
ら
実
に
四
�
三
倍
の
差
が
出
て
し
ま
う
。
国
が
豊
か
に
な
れ
ば
、
多
く
年
金
が
払
え
る
し
、
貧
乏
な
ら
年

金
も
少
な
く
な
る
。
経
済
成
長
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
政
府
の
負
担
も
国
民
の
負
担
も
軽
く
な
る
。
答
弁
書
で
引
用
さ
れ
た

「
構
造
改
革
と
経
済
財
政
の
中
期
展
望－

二
〇
〇
三
年
度
改
定
参
考
資
料
」
を
是
非
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
二
〇
〇
六
年

二



度
に
は
デ
フ
レ
脱
却
と
な
っ
て
い
た
し
、
そ
の
一
年
前
の
改
革
と
展
望
に
は
二
〇
〇
五
年
度
に
は
デ
フ
レ
脱
却
す
る
と
あ
っ

た
。
し
か
し
、
経
済
政
策
の
失
敗
に
よ
り
、
デ
フ
レ
脱
却
が
で
き
ず
、
今
年
に
な
っ
て
二
〇
〇
七
年
度
も
デ
フ
レ
脱
却
は
で

き
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
成
長
加
速
も
、
財
政
健
全
化
も
ま
た
も
や
先
送
り
と
な
っ
た
。

平
成
十
九
年
四
月
二
十
七
日
の
答
弁
書
で
お
認
め
に
な
っ
た
よ
う
に
、
日
本
経
済
の
停
滞
の
原
因
は
デ
フ
レ
で
あ
る
。
思

い
切
っ
た
経
済
刺
激
策
で
デ
フ
レ
を
脱
却
し
、
日
本
も
諸
外
国
並
の
経
済
成
長
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
経
済
成
長
に
よ
る
財

政
再
建
を
目
指
し
た
ら
ど
う
か
。

四

「
六
に
つ
い
て
」
で
、
デ
フ
レ
が
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
増
や
し
た
か
ど
う
か
、
断
定
で
き
な
い
と
あ
る
。
し
か
し
、
「
断

定
で
き
な
い
」
と
の
表
現
は
答
弁
に
窮
し
た
た
め
と
受
け
取
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

デ
フ
レ
下
に
お
け
る
日
本
経
済
に
お
い
て
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
は
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
国
債
費
だ
け
で
二
十

兆
円
、
そ
の
約
半
分
は
利
払
い
だ
っ
た
わ
け
で
金
利
は
下
が
っ
て
も
利
払
い
は
ゼ
ロ
に
は
な
ら
な
い
か
ら
、
そ
れ
だ
け
で
す

で
に
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
増
え
る
。
更
に
資
産
デ
フ
レ
に
よ
り
固
定
資
産
税
の
減
少
等
も
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
。
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
二
十
兆
円
の
黒
字
に
す
る
こ
と
な
ど
出
来
る
わ
け
が
無
く
、
デ
フ
レ
で
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
が
ゼ
ロ
な

ら
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
増
え
ざ
る
を
得
な
い
。
逆
に
、
財
政
出
動
を
し
て
も
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
が
拡
大
す
れ
ば
債
務

三



の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
減
少
す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
。
実
際
、
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
成
長
率
が
ゼ
ロ
で
な
い
国
は
、
日
本
の
よ
う
に
債

務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
が
百
数
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
ま
で
増
え
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
認
め
る
か
。

五

内
閣
府
の
堀
雅
博
・
青
木
大
樹
氏
に
よ
る
（
二
〇
〇
三
）
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｉ

Ｄ
ｉ
ｓ
ｃ
ｕ
ｓ
ｓ
ｉ
ｏ
ｎ

Ｐ
ａ
ｐ
ｅ
ｒ

Ｓ

ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ

Ｎ
ｏ
�
七
十
五
）
と
い
う
論
文
に
は
短
期
金
利
を
固
定
し
た
ま
ま
公
共
投
資
を
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
一
％
相
当
額
だ
け

継
続
的
に
増
や
し
た
場
合
の
試
算
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
初
年
度
は
五
�
五
六
％
減

少
、
二
年
目
は
六
�
三
九
％
減
少
、
三
年
目
は
七
�
五
五
％
減
少
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
同
様

な
試
算
で
も
公
共
投
資
の
増
大
に
よ
り
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
減
少
す
る
と
な
っ
て
い
る
。
政
府
は
こ
の
よ
う
な
試
算
結
果

を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の
か
。

六

前
回
の
質
問
主
意
書
の
四
で
は
、
自
民
党
県
連
の
圧
倒
的
多
数
が
財
政
出
動
を
求
め
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
の

後
、
朝
日
新
聞
社
と
東
大
の
合
同
調
査
の
結
果
が
論
座
の
十
一
月
号
（
五
十
五
頁
参
照
）
に
発
表
さ
れ
、
多
く
の
国
民
や
国

会
議
員
が
財
政
出
動
、
公
共
事
業
に
よ
る
雇
用
創
出
を
求
め
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
驚
い
た
こ
と
に
、
答
弁
書

の
「
三
か
ら
五
ま
で
及
び
八
に
つ
い
て
」
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
化
す
る
と
い
う
方
針
を
述
べ
て
い
る
だ

け
で
あ
る
。
質
問
主
意
書
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
黒
字
化
が
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
下
げ
る
こ
と
に
繋
が
ら
な
い

四



と
主
張
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
見
当
違
い
の
答
弁
で
は
、
質
問
に
対
し
て
全
く
不
誠
実
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
れ
は
質
問
を
愚
弄
す
る
も
の
で
は
な
い
か
。
改
め
て
右
主
張
に
対
す
る
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

「
七
に
つ
い
て
」
の
答
弁
で
あ
る
が
、
昭
和
恐
慌
の
際
の
高
橋
是
清
蔵
相
に
よ
る
財
政
出
動
が
景
気
の
下
支
え
に
は
一
定

の
効
果
が
あ
っ
た
と
お
認
め
に
な
っ
た
。
一
方
で
は
、
債
務
残
高
増
大
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
、
債
務
残
高
は
増

大
し
た
も
の
の
、
少
な
く
と
も
高
橋
財
政
政
策
に
お
い
て
は
、
債
務
の
Ｇ
Ｎ
Ｐ
比
は
七
十
％
台
に
留
ま
り
、
現
在
の
百
数
十

パ
ー
セ
ン
ト
よ
り
は
る
か
に
低
い
。
つ
ま
り
思
い
切
っ
た
財
政
出
動
で
あ
れ
ば
、
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
そ
れ
ほ
ど
増
や
さ
ず

景
気
を
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
、
そ
の
後
好
景
気
が
持
続
し
、
徐
々
に
債
務
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
減
少
し
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
同
意
す
る
か
。

八

十
月
十
七
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
名
目
成
長
率
を
三
�
〇
％
か
ら
二
�
二
％
に
下
方
修
正
し
た
場
合
、
二
〇
一
一
年

度
に
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
を
黒
字
化
す
る
に
は
、
最
大
で
六
�
六
兆
円
の
増
税
が
必
要
に
な
る
と
い
う
試
算
が
示
さ
れ

た
こ
と
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
々
的
に
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
成
長
率
が
下
が
り
景
気
が
悪
く
な
っ
た
ら
政
府
は
景
気
を
下
支
え
す

べ
き
な
の
に
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
増
税
を
し
て
、
更
に
景
気
を
悪
く
し
よ
う
と
す
る
の
は
問
題
で
は
な
い
か
。
あ

の
試
算
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
な
の
か
。
も
し
そ
う
で
な
い
の
な
ら
、
マ
ス
コ
ミ
が
も
っ
と
正
し
く
試
算

五



の
意
味
を
国
民
に
伝
え
る
よ
う
に
、
政
府
も
こ
の
よ
う
な
試
算
の
発
表
の
際
に
は
も
っ
と
注
意
を
払
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

九

十
月
十
七
日
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
提
出
さ
れ
た
「
有
識
者
議
員
提
出
資
料
（
給
付
と
負
担
の
選
択
肢
に
つ
い
て
）
」

の
中
の
試
算
�
（
二
〇
〇
七
年
度
〜
二
〇
二
五
年
度
）
で
四
頁
に
主
要
変
数
の
動
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、

経
済
成
長
を
し
た
ほ
う
が
、
そ
う
で
な
い
ほ
う
に
比
べ
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
み
た
医
療
・
介
護
公
費
支
出
も
、
社
会
保
障
負
担

も
、
医
療
介
護
保
険
料
も
す
べ
て
低
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
経
済
成
長
が
医
療
・
福
祉
の
負
担
を
軽
く
す
る
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
政
府
が
現
在
す
べ
き
こ
と
は
、
財
政
出
動
を
行
い
、
成
長
率
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。
財
政
出
動
は
間

違
い
な
く
名
目
成
長
率
を
高
め
る
。
短
期
間
の
財
政
出
動
は
国
の
債
務
を
何
十
パ
ー
セ
ン
ト
も
増
や
す
わ
け
で
は
な
い
が
、

長
期
的
に
見
れ
ば
、
経
済
成
長
は
、
医
療
・
福
祉
の
負
担
を
軽
く
し
、
財
政
健
全
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
に
つ
い
て
政
府
の
見
解
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

六


